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	申請・推薦（代表）者
	
	提出年月日
	　　　　年　　月　　日

	申請者・推薦者連絡先（所属・〒・住所・電話）


	会員

資格
	□正会員

	
	
	□維持会員

	
	会員No.


	ふ　り　が　な
	

	資　料　名　称

（一般名称）
	

	欧　文　名　称
	

	カ テ ゴ リ ー
	　1.Landmark　　　2.Collection　　　3.Documents　　　（該当するものに○印）

	分　　類　　名
	
	分類コード
	
	製造年
	

	[image: image1.emf]分類コード：□〇〇□(4桁)

1桁目 2桁目 3桁目 4桁目

カテゴリー 分類名 方式 中区分 小区分

A：建造物（外部に特徴）D：乾式EP

B：施設（内部に特徴） W：湿式EP

X：その他

C：複写機本体 D：乾式EP 1：単色 A：アナログ

P：プリンター本体 W：湿式EP 2：2色 D：デジタル

M：MFP本体 X：その他 3：3色 X：共用

O：その他作像装置 4：4色

S：周辺機器 5：5色

U：パーツ，ユニット等 X：6以上

J：治工具

X：その他

D：複写サンプル D：乾式EP

H：歴史的文書類 W：湿式EP

X：その他

Landmark

Collection

Documents

1：研究開発

2：製造

3：設置・利用

1：研究段階

2：製品化段階

3：販売以降

資料の所在地　　〒・所在地・施設名（会社・博物館等）



	資料の管理者（照会できる者）
	

	管理者連絡先　所属・住所・電話・FAX・E-mail



	資料の所有者
	

	所有者連絡先　所属・住所・電話・FAX・E-mail



	申　　請　　理　　由　　（　　所　　見　　）



	申　請　者　評　価　項　目
	（認定該当項目に○）

	１．独創技術または新規性がある（世界最初、日本最初）
	

	２．性能面，品質面で特に優れている
	

	３．技術的に飛躍的な進歩があり，後世の機種の仕様に影響を与えた
	

	４．意匠・デザイン面で特に優れている
	

	５．歴史的価値がある（複写機関連技術史、科学技術史、産業技術史）
	

	６．作像技術、画像工学の継承に価値がある
	

	７．国民に親しまれ、生活文化の向上，新たな生活様式の創出に貢献
	

	８．オフィス業務の効率化、新たな企業活動スタイルの創出に貢献
	

	９．設計上特筆すべき事項（サイズ，操作性，生産性，エコロジー性等）
	

	10．複写機遺産としての保存と管理に優れている（動態保存、原形保存）
	

	11．その他、特筆すべき価値がある
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	文化財指定・登録
	　無　・　有　（A国　・　B県　・　C市　・　D町　・　E村　　　　　　　　　年指定・登録）

	他学協会等の

遺産認定有無
	無　・　有　〔　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（　　　　　　　年指定・登録）〕

	遺 産 の 現 状
	　A保存公開中　　B保存中/公開検討中　　　C保存検討中（保管，非公開）

	
	　D使用中　　　　　　E放置　　　　　　　F廃棄・売却予定　　　　　　Gその他（　　　　　　）
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	概要（特徴・由来・変遷・概寸など）　　　　写真添付（撮影者・撮影年月日・場所）

	

	構成図面

	

	添付技術資料一覧
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